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３つの約束（がんばること）を今一度 

校長 小林 功明 

梅雨の晴れ間にのぞく青空がまぶしく、夏を感じるこの頃です。 

令和５年度がスタートして、二か月が経ちました。子供たちは皆、落ち着いて学校生活を送っています。校庭では、

緑豊かな南山の森の小川に水が流れ、生き物の活動が活発になっている様子が見られます。それを見る子供たち

の姿を見て、南山小学校の環境のすばらしさを実感します。 

さて、１学期の始業式、入学式、また４月の全校朝会で三つの話（約束）について、１年間頑張ってほしいこととし

て話をしました。「友だちと仲よくしよう」「一生懸命勉強しよう」「元気な体をつくろう」の三つです。これらに今一度

意識して取り組んでいく絶好の時期が６月です。と申すのも、６月は、「ふれあい月間」と「体力テスト」があるからで

す。 

「ふれあい月間」は、「いじめ防止強化月間」とも言います。東京都では、６月・１１月・２月を「ふれあい月間（いじ

め防止月間）」として、東京都全体で取り組んでいます。本校でも、６月の生活指導の月目標を「友だちのよいとこ

ろを見つけよう」として、人と人とのかかわりを深め、いじめ撲滅を目指していきます。具体的な取組として、「チクチ

ク」言葉を言わない。「ふわふわ」言葉を増やす。友だちのよいところを見つけて伝えるです。「友だちと仲よく」する

ための大事な取組として捉えています。ご家庭でもご理解のうえ、ご協力ください。 

「体力テスト」は、正式には、「新体力テスト」といいます。昔（昭和 36 年から）は、「スポーツテスト」といい、「体力

診断テスト」と「運動能力診断テスト」に分かれていました。運動としては、踏み台昇降や立位体前屈、垂直跳びや

斜め懸垂などがありました。どれも懐かしい響きです。平成 11 年から運動内容が変わり、「新体力テスト」となりま

した。運動内容も 20ｍシャトルランや上体起こし、長座体前屈などになり、今に至っています。全国の平均や東京

都との平均と学校平均を比べることができ、個人カードには、自分の記録が国や都、港区や学校平均とも比較でき

ますし、絶対評価で得点も出ますから、色々な角度から自分の体力について知ることができます。結果が分かるの

は７月に入ってからですので、夏休みには、自分の体力について考えて行動してほしいです。 

体力の向上には、運動やスポーツ、体を使った遊びに夢中になって取り組むことが大事です。６月９日に５０ｍ走

とシャトルラン以外の体力テストを行います。それまでの１週間残り少ないですが、自分で体力向上のために夢中に

なって取り組むことに挑戦してほしいと思っています。そして、自分の体力を知り、今後の体育学習や様々な取組に

生かしてほしいと思っています。 

最後に、「一生懸命勉強しよう」についてです。４月には、学校や学級での約束をしっかりと身に付けた子供たち

です。ゴールデンウィークでは、たくさんのプラスの経験を積み上げてきたことと思います。今は、どの学級も学習に

落ち着いて取り組めるようになってきました。そして、６月です。スタートから加速してきた学習への取り組みをさら

にトップスピードに向けて頑張ってほしいと思っています。６月は、そんな一か月だと思っています。 

これからも、子供たちのよりよい成長のために、徳・知・体をバランスよく育んでいきます。保護者の皆様とともに

協働していきたいと思っています。どうぞよろしくお願いいたします。 

外部機関へ提出する文書の作成を学校へ依頼する場合は、10 日前までにご連絡ください。期間が短い場合、

対応できないことがあります。ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 



イングリッシュサポートコースについて 
ESC 主任   

令和５年度は、南山小学校にイングリッシュサポートコース（以下 ESC）が設置されてから７年目となりま
す。このプログラムは確立されたものですが、私たちは日々、ESC の発展と改善のための新しいアイデアを見
つけ続けています。 

イングリッシュサポートコースは、日本語を話さない外国籍の児童が、日本の公立小学校の豊富なカリキュ
ラムと多様な体験に参加するための手段として設立されました。担任とイングリッシュサポートティーチャー
（以下 EST）が協力しながら、さまざまなバックグラウンドをもつ子供たちが自由に学び合える、言葉の壁が
ない学習環境を提供しています。 

ESC の児童が受ける授業は、主に 2 つのスタイルがあります。一つは、生活、道徳、図工などの教科を学ぶ
「クラスでの学習」。この授業は担任が担当し、EST は ESC の児童に授業内容を英語で伝え、また、ESC と通
常学級の児童が自由に意見を交換できるように通訳の役割を担います。 

もうひとつは、国語と算数の「ESC 教室での授業」です。これらの授業は、ESC の児童が EST と別の教室に
移動し、行われます。英語と算数の授業は英語のみで行われ、ESC の児童は帰国後や他の英語圏に移住した際
にも、英語でのコミュニケーション能力を維持できるように配慮しています。また、日本語の授業も行い、日
本での生活をより充実したものにするための基礎的なコミュニケーション能力の確立を目指しています。 

ESC プログラムの主な目的は、ESC の児童の日々の学校生活をサポートすることですが、南山小学校に在籍
するすべての児童に適切な環境を提供することで、学校全体にもよい影響をもたらしています。ESC プログラ
ムによって児童が言語や文化を交流する機会が増え、学校や地域社会の国際性を高め、南山小学校をより豊か
なものにしています。このプログラムを通じて、南山のすべての児童が、グローバル社会で生きていくための
力を身に付けることを願っています。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

子供たち一人一人に寄り添った指導 

算数少人数指導担当    
本校では、３～６年生を対象に算数科の少人数指導を実施しています。 
まず、単元学習の前に行う既習内容の確認テストで、児童一人一人の理解度を測ります。そして、それをもと

に担任と少人数担当で話し合いをして、コース設定をします。 
このとき、学習の進め方や重視すべきねらいの共通理解を図ります。3～5年生は２クラスを３展開に、6年生

は１クラスを２展開にそれぞれ分けて指導をしています。基本、標準、発展の３コースを準備し、授業を行います。  
どのコースも単元末には同じテストで評価しますので、それぞれのコースに上下のランクは存在しません。あく

までも「学習内容を理解する」という共通のゴールに向かって進んでいく中で、ゴールに到達するための学習の
手立てが異なるだけです。これは全ての児童がゴールに到達することをねらった、学習スタイルです。 
本校はこの考え方に立ち、日々、算数科の習熟度別少人数指導を行っておりますので、御理解と御協力をよ

ろしくお願いします。 

 

６月行事予定  

1日（木） 投げ方教室（４～６年） １２日（月） あいさつ運動 ※２９日（木）まで 

2日（金） 投げ方教室（１～３年） １３日（火） おなか元気教室（3年） 

3日（土） ボッチャ体験（3年） １５日（木） 社会科見学（6年） 

５日（月） 宿泊前検診（６年） １９日（月） 避難訓練 煙体験（２，４年） 

６日（火） 移動教室（6年）※８日（木）まで ２０日（火） こころの劇場（6年） 

 水道キャラバン（4年） ２２日（木） 下水道授業（４年） 

９日（金） 体力テスト ２３日（金） 社会科見学（３年） 

１２日（月） 水泳指導始 ３０日（金） あいさつ運動予備日 

 

６月生活目標  友だちのよいところを見つけよう。（ふれあい月間） 

 

 

 

 

体育館外壁工事について 
6 月 1 日（木）～8 月 31 日（木）体育館外壁工事を行います。校庭の一部に資材置き場を設置し、体育館の
周りに足場を組みます。安全に配慮しながら、工事を進めていきます。 
立ち入り禁止の場所に近付かないようご理解・ご協力をお願いします。 


